
松園第二汚水中継ポンプ場汚水ポンプ返送管仕切弁修繕仕様書 

 

１ 修繕の目的 

本設備は圧送管内の汚水をポンプ井に戻すための返送管を構成するひとつであり、汚水の流れ

を遮断又は開放するために使用する。本設備の弁箱が摩耗等によって減肉し、漏水が認められた

ことから修繕を行うものである。返送管内の汚水の流れを遮断又は開放する機能の回復を図るた

め、手動仕切弁を交換する。 

２ 修繕の内容 

 (1) 手動仕切弁の交換 

 (2) 手動仕切弁の交換のための既設返送管の再利用撤去及び再設置 

 (3) 手動仕切弁の単体試験、調整及び返送機構の試運転調整 

 (4) 撤去した既設仕切弁（有価物）のスクラップ 

３ 図面 別添修繕図面のとおり 

４ 仕 様 

施工にあたっては，盛岡市下水道工事標準仕様書、機械設備工事一般仕様書・機械設備工事必

携・機械設備標準仕様書（日本下水道事業団）に基づき適正に行うこと。 

 (1) 手動仕切弁 

  ア 型  式 手動外ねじ仕切弁 

  イ 口  径 150 ㎜ 

  ウ 面  間 280 ㎜ 

  エ 仕様圧力 0.75Ｍ㎩以下 

  オ 台  数 ３台 

  カ 機械設備標準仕様書（日本下水道事業団編著）の適用 第１章第２節§４ 

  キ 標準仕様書選択項目及び範囲 

   (ｱ) 使用水 汚水 

   (ｲ) 直結・２床式の区別 直結 

   (ｳ) フランジ規格 7.5k ＲＦ 

  ク 付属品 

   (ｱ) ボルト／ナット及びフランジパッキン（一次、二次側共） 

   (ｲ) その他 標準仕様書に掲げる条件等を満足するために必要と認められるもの



  ケ 塗装 工場塗装 

 

５ 参考既設手動仕切弁 別添「弁仕様書」のとおり 

６ 施 工 

 (1) 施工時間の制限 作業時間帯は、原則平日９時から17時までとする。 

 (2) 施工中に重大な不良箇所が判明した場合については、速やかに発注者へ報告し、指示を受け

ること。 

 (3) 事故が発生した場合は、「盛岡市建設工事等における事故報告要領」に基づき報告すること。 

   (要領書等は盛岡市ホームページを参照) 

７ 主な提出書類 

 (1) 施工中 次の書類を提出すること。 

  ア 現場責任者通知書 

  イ 修繕打合せ簿（不要な場合は省略できる。） 

  ウ 施工計画書（「機械設備工事必携（施工編）付則２の記載例による） 

  エ 主要機器材料製作者通知書（「機械設備工事必携（施工編）付則５の記載例による） 

  オ 修繕完了届 

  カ アからオのほか修繕請負契約上必要なもの 

 (2) 完成図書 次の図書を提出すること。 

  ア 施工期間中に提出した修繕打合せ簿等の写し 

  イ 完成図面 

  ウ 施工中の写真 

  エ 工場検査試験成績書(出荷時点での品質を保障する類の書類)（不要な場合は省略できる。） 

  オ 現地での作業試験成績書(施工完了後の品質を保証する類の書類) 

   （不要な場合は省略できる。） 

８ その他 仕様書等に疑義が生じたとき、又は明示されていない事項については、両者協議のう

え決定する。


